
 

 

久保自治会懇談会実施結果 

 

日 時  平成３０年１２月１４日（金）１０：００～１１：３０ 

場 所  久保集会所 

出席メンバー 藤堂・山田・小山・山口・藤中・寺井（敬称略） 

事務局    木戸・鳴川 

参加者   自治会員     ２６名(自治会総世帯数 174世帯)  

配布資料 ・「燃やすごみ減量に向けて」パワーポイント資料 

     ・食品ロス削減チラシ 

・「生駒市ごみ減量市民会議」チラシ №4 

・「フードドライブ開催」チラシ 

・生駒市のごみ分別表 

・アンケート 

内 容 

〇「燃えるごみ減量に向けて」説明(パワーポイント) 

〇プラスチック製容器包装・ 

ミックスペーパーの現物を使っての説明 

〇生ごみ処理器「キエーロ」普及啓発 

 →キエーロモニター希望者 1 名 

 

〇アンケート集計結果(対象２６名) 

１．冷蔵庫の中をチェックしていますか。 

①はい         ２５名(９６．２％) 

②いいえ          １名( ３．８％) 

③無回答          ０名( ０．０％) 

 

２．この半年間で未開封の食品を捨てたことがありますか。 

  ①はい         １４名(５３．８％) 

②いいえ         １２名(４６．２％) 

③無回答         ０名( ０．０％) 

 

３．フードドライブを市が行っていることを知っていますか。 

①はい          ６名(２３．１％) 

②いいえ         ２０名(７６．９％) 

③無回答         ０名( ０．０％) 

 

４．生ごみ処理器「キエーロ」を知っていますか？ 

①はい          ７名(２６．９％) 

②いいえ         １９名(７３．１％) 

③無回答         ０名( ０．０％) 

 

                                   

                            

 

 

 

資料 3-3 

 

 

 



 

 

 

〇懇談会 

 

グループ A 

Q．傘の出し方について質問   

Ａ．30 か 4545ℓの黄色の袋に入れて口を縛り、電話でリクエストして集めてもらう。布は外

さなくてもよい。 

Q．布団はどう出せば良いか。 

Ａ．大型ごみ処理券（スーパーでも販売）を購入し、電話でリクエストして回収して貰う。 

Q．年末は 12 月 28 日まで？   

Ａ．その予定。但し、大型ごみの回収予定はない。 

Q．資源ごみを減らすことを勧める意味を説明 

Ａ．生ごみは水を含んで重いが体積は小さい。資源ごみは嵩張るが重さは少ない。有料ゴミ

袋に入れる場合、資源ごみを回収に回せば、小さな容量の有料ゴミ袋で間に合うように              

なり、家庭での費用の節約になる。 

Q．電灯の傘は？ 

Ａ．不燃ごみで出して欲しい。 

Q．有害ごみは分別が必要？   

Ａ．電池は電池、缶は缶のように種類別に袋に入れて出して欲しい。昔の赤い袋でも構わな

い。 

Q．子供のおもちゃ（大型）   

Ａ．大型ごみとして電話リクエストして回収。 

Q．ベビー・カー       

Ａ．子供のおもちゃ（大型）と同様。 

Q．ヨーグルトやジャムの箱   

Ａ．紙の場合とプラの場合があるので、容器の表示を確認して出して欲しい。 

Q．野菜苗のポットは？    

Ａ．資源ごみとしてプラとして出して構わない。 

Q．野菜苗を買った時のトレーは？  

Ａ．有料ごみ袋で出して欲しい。大型のものは電話リクエスト。 

Q．新聞に広告を混ぜても良いか？  

Ａ．構わない。 

Q．ミックスペーパーとは？  

Ａ．新聞、雑誌、段ボール以外の紙と考えて欲しい。 

○ .当方からのお願い→プラを回収した後の分別や不燃ごみ回収後の分別も自治会              

として見学して貰えれば、もっと理解して貰えると思う。 

 

グループ B 

Q．風呂のふたの捨て方 

A．大型ごみで出して下さい。 

Q．ゴム手袋の出し方 

A．燃えるごみで下さい。 

Q．なぜ細かく分けているのか。 

A．細かいことが法律で決められている。製容器包装ごみでプラスチック製のものはプラご

みとしている。 

※ご意見等 

・高齢者にとって分だして別するのは難しすぎる。 



 

 

・持っていかないごみ袋が多く。ごみ当番の人が困っている。表示(持っていかない袋)がわ

かるようにしてほしい。 

・トロ箱を壊さなくてそのまま出しても良いことがわかった。 

・郵送された雑誌のカバー等のビニールは燃えるごみになる等が難しい。 

・小型家電回収ボックス(35×15)の存在がわかっていない人が多い。 

 

グループＣ ※回答省略 

Ｑ．黒マルチの処理の方法 

Ｑ．クリーニングのハンガーの処理 

Ｑ．ビンのフタの処理 

Ｑ．農家が多いのでそれに伴うものの捨て方。 

Ｑ．金属の流し台は、不用品回収業者を使った方が良いのか。 

Ｑ．スプレー缶の穴開けは不要としているが、穴開けしなくても良いのか。 

Ｑ．地区外からの持ち込みと思うが、出し間違いごみの処理は自治会でするのか。 

 

グループＤ 

※ご意見等 

・事業用のごみと家庭用のごみの区分が分かりにくい。 

・ごみ置場に不法投棄が多くて困っている。 

・カミソリ・くぎ・針などの小さな金属は、燃えないごみで電話リクエストしなければなら

ないので不便だ。 

・小型家電を回収ボックスまで持っていかなければならないのは不便だ。 

・個人所有の土地にごみを捨てるのは個人の自由だと思うが、程度の問題もあると思う。 


